
 山形県埋蔵文化財センター調査報告書第72集

 オサヤズ窯跡

発掘調査報告書

財団法人

2000

 山形県埋蔵文化財センター



 オサヤズ窯跡

発掘調査報告書

 平成12年3月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター





 巻頭図版1

 ̀己'～遍←』二_蕪一しぐ♪『'

瓢一一一転

 _一一
 r■一噌一岬戸曜

,

 軋¶.
 轟鞠ゆドー'

 罐』r一.,プー

 びナしげちロれのヨ
 ノド6-嵐・い`.、

 ・事㌧瀞-1..琳一へ～㍉一ヤ1・、
 』で'』』嗣・ヴ・』・』・ヒニ幽へ.撃
 二集』一二歯.-';』.'一'.轟」ン』'㌘
 ㌃』＼、㌧・・'ビ∫・し1『

 遥.隔.…ll!.』』・・』・ヤ1..
 むげヤいペノセマニ ごレヌロゆへリチロ

 こ』.』』霧緯'ヅ累ζ》
 』..〆.・二㌧・・、イ

 オサヤズ窯跡遠景(北から)
●



 巻頭図版2

 アノしげし

 ,、.、』侮ン「'し・'

 つヲし

 '4』滑、ザ'・
 轡'1∫'.ジ・纏

 」げ触・='!,』G㌧"略
 へ∫、ζ■

 ̀一,
ヘグロ

 ノニη',構■
 一%・レ・

 』・,・一調㌦}㌧.・

 メ1、、

 』餐
 ,』=、=1掩へ・ド
 '離乞,、、

 一寧塾←、,

 イ土徳,・

 4し

 でヂラ
 ヘゆヤ

 ・無'』・
かゆ

 樫:毘』'

ヘサ
 、腫

 .為'、

 噛イ》・r
 ずンハ

 ノヂらごザ

 ー㍉3

 .賦齢＼s

Jr'

 」隔;辱

 踊溝{版」'-晦・

、

隔
キコリ

 {㌧““

 胃¢

 オサヤズ窯跡SQ1、2完掘状況(東から)

も  1二

嬉

わ

謎絶
 .・ド蘇
 .～.

 』1い ・
轟

噸

 旛1}、1幣τ
 撃,

のひ

 搬鞍轡謬'
 廓1'`,ノー.攣

 イf.
 砿1、ρ'～

 ̀,一!"1い
喝毒

'

㌔

矯編縞

 オサヤズ窯跡出土瓦男瓦(表)左側女瓦(裏)右側



序
 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

 実施した、オサヤズ窯跡の調査成果をまとめたものです。

 オサヤズ窯跡は、山形盆地の南端、山形市松原地区の南西

 部に位置しています。北方には遠く葉山、月山の穏やかな稜

 線が見え、東から北東方にかけては奥羽山脈が延々と連なり

 山形市街地も一望できる景色の良い場所といえます。

 この度、東北中央道相馬・尾花沢線建設事業に伴い、工事

 に先立ってオサヤズ窯跡の発掘調査を実施しました。

 調査では、瓦を焼いた2基の窯跡が確認されました。また

 平地部分からは掘立柱建物跡や溝跡なども見つ浄りました。
 ひとつは、総柱で規模の大きなものでした。発見された遺物

 は、窯跡近辺からの瓦片が中心でした。

 埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

 貴重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化

 財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

 伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意

 味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育

 活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係

 各位に心から感謝申し上げます。

 平成12年3月

財団法人  山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕
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 本書は、平成10年度の東北中央自動車道相馬・尾花沢線建設事業に係る「オサヤズ窯跡」
 の発掘調査報告書である。

 調査は日本道路公団東北支社の委託を受けて、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

 した。

 調査要項は下記の通りである。

遺跡名

所在地

調査主体

受託期間

現地調査

調査担当者

整理担当者

 オサヤズ窯跡遺跡番号67

 山形県山形市大字松原字山ノ神・峯岸・郷ノ田

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

 平成10年4月1日～平成12年3月31日

 平成10年5月11日～平成10年7月17日

調査第一課長

主任調査研究員

調査研究員

調査研究員

調査研究員

調査員

調査第三課長

調査研究員

調査研究員

調査員

佐藤庄一

佐藤正俊

鈴木徹

伊藤邦弘

齋藤也寸志

志田純子

佐藤正俊

鈴木徹

齋藤也寸志

志田純子

 (現山形県教育庁文化財課専門員)

 (現調査第三課長)

 (調査主任)

 (現鶴岡市教育委員会社会教育課)

 (平成10年度)

 (平成10年度)

 発掘調査及び本書を作成するにあたり、日本道路公団東北支社山形工事事務所、山形県教

 育庁文化財課、東南村山教育事務所、山形市教育委員会、南山形土地改良区、松原共有財産

 維持管理組合等関係機関、また地形等は阿子島功氏(山形大学)、遺構は村田晃一氏(宮城

 県文化財保護課)、遺物について真保昌弘氏(栃木県小川町教育委員会)にそれぞれご協力
 ご教示いただいた。

 本書の作成は鈴木徹、齋藤也寸志、志田純子が、執筆は鈴木徹が担当した。編集は須

 賀井新人、犬飼透、衣袋忠雄が担当し、全体については佐藤正俊が監修した。

 委託業務は下記の通りである。

 基準点測量は、株式会社菅野測量設計事務所に委託した。

 地形、遺構の写真測量・実測は、株式会社パスコに委託した。

 資料の理化学分析(残留磁気測定、土壌分析)は、株式会社パレオ・ラボに委託した。

 出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管してい
 る。



凡 例

1

 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

 SQ……窯跡SB……掘立柱建物跡SK……土坑SD……溝跡

 SA……棚列SX……性格不明遺構EB……掘立柱建物跡の柱穴

 EA……棚列を構成する柱穴P……瓦片・土器S……礫

 遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。

 報告書の執筆基準は下記の通りである。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

 遺跡概要図、遺構配置図、遺構実測図中の方位は磁北を示している。

 グリッドの南北軸は、N-O。を測る。

 遺構実測図は1/40～1/400他の縮図で採録し、各々スケールを付した。

 遺構実測図の網点については挿図に凡例を設けたが、原則的には下記の通りである。

 縦線トーン……地山砂目トーン……焼土細砂目トーン……石

 斜線トーン……窯壁黒ベタトーン……瓦付着窯体黒ひびトーン……木の根等

 遺物実測図・拓影図は、原則的に1/2、1/3、1/4、1/5で採録し、各々スケー

 ルを付した。

 水糸の高さは、すべて標高を表す。土器断面の白ヌキは土師器・陶磁器、黒は須恵器

 とした。

 遺物観察中の計測値欄は現存値を示す。遺構を覆う土層をローマ数字で表し、遺構の

 堆積土については算用数字で表した。

 遺物図版については、瓦、須恵器(甕)については1/4(一部1/6)、その他の遺物に

 ついては1/2、1/3の縮尺とした。

 遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・遺物図版ともに共通したものである。

 遺構覆土の色調の記載については、1987年度農林水産省農林水産技術会議事務局監修

 の「新版標準土色帳」に拠った。
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 調査の経緯

 1調査の経緯

 1調査に至る経過

 東北中央自動車道相馬・尾花沢線の建設事業計画は、平成2年度に県土木事業の上山～東根

 間都市計画道路整備事業として計画され、その後国幹審より高速道路整備路線計画が打ち出さ

 れ平成5年度には施行命令が発令され、平成8年度から本格的に事業が開始された。

 この間、山形県教育委員会では山形県土木部等の関係機関と協議を図りながら、平成2年度

 から遺跡詳細分布調査を実施し、周知の遺跡22箇所と遺跡可能性地16箇所の合わせて38箇所を

 確認した。さらに、平成7年度には建設路線が決定されたため、さらに遺跡の所在を確認した

 結果、上山～東根間には周知の遺跡17箇所に加え遺跡可能性地16箇所の33箇所が路線内に位置

 していることが明らかになった。これに基づいて、埋蔵文化財の取扱いについて山形県教育委

 員会と事業主体である日本道路公団と協議を行った結果、建設工事着手前に予備調査を行い、

 その後の本発掘調査を計画的に進めることで協議が図られ、財団法人山形県埋蔵文化財センター

 が日本道路公団の委託を受けて、平成9年度から予備調査を実施したものである。

 オサヤズ窯跡は周知の遺跡17箇所に含まれ、古くから瓦片等の出土例が伝えられてきた。平

 成9年11月10日の県教育委員会文化財課による試掘調査で、遺跡範囲を東西90m・南北130mと

 推定し、それを受けて平成9年12月2日～12月12日(9日間)財団法人山形県埋蔵文化財セン

 ターによって予備調査を行った。その結果、得られた遺跡範囲は東西約110m、南北約70mで面

 積7,700㎡となるが、高速道路建設に係る路線内の面積4,400㎡について、平成10年度に発掘調

 査を行うことで合意した。

 発掘調査に至るまでの協議等は以下の通りである。

 ◆日本道路公団東北支社管理課長より山形県埋蔵文化財センター調査第一課長あてに「平

 成10年度埋蔵文化財発掘調査に係る費用積算調書の作成」の依頼(H10/1/19)。

 ◆山形県埋蔵文化財センター理事長より日本道路公団東北支社長あてに、発掘調査を実施

 すること及び経費見積もりの回答(H10/2/10)。

 ◆日本道路公団東北支社支社長より山形県埋蔵文化財センター理事長あてに、「東北中央自

 動車道相馬・尾花沢線(上山～東根間)建設に伴う平成10年度の埋蔵文化財発掘調査の

 依頼(H10/4/1)。

 ◆日本道路公団東北支社と山形県埋蔵文化財センターとで、「埋蔵物発掘調査業務の委託契

 約」を締結(H10/4/1)。

 2調査の経過

 オサヤズ窯跡は傾斜地にあるため、委託による地形測量用の航空写真を撮った後、調査は、

 平成10年5月11日から7月17日まで50日問にわたって実施した。(表一1)

 なお期間中にトレンチ調査によってF区を加えて調査することになり、最終的に4,600㎡の調査

 面積となった。
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 調査の経緯
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 遺跡の立地と環境

 欝難 、灘離灘1蕪  幽:形,

            遺跡名時代遺跡名時代遺跡名時代遺跡名時代
            1オサヤズ窯跡奈良・平安14沢田遺跡弥生～奈良・平安27谷地前遺跡縄文40中桜田遺跡縄文
            2小松原窯跡縄文、古墳、平安15谷柏遺跡古墳～平安28長谷堂城跡室町41戸苅田遺跡縄文
            3長者屋敷窯跡縄文、平安16横手遺跡縄文、古墳～室町29寺裏遺跡古墳～平安42鳴沢川遺跡縄文
            4熊野堂窯跡奈良・平安17片谷地遺跡奈良・平安30二位田遺跡縄文～平安43藤木遺跡縄文
            5久保手窯跡奈良・平安18松原遺跡奈良・平安31百目鬼遺跡奈良・平安44半郷遺跡縄文
            6弁天窯跡奈良・平安19秋葉山経塚平安32菅沢古墳群古墳45成沢城跡室町
            7三千刈窯跡奈良・平安20秋葉山遺跡奈良・平安33前明石遺跡古墳46上野遺跡縄文
            8葉山窯跡奈良・平安21八ケ森遺跡旧石器34吉原1遺跡奈良・平安47荒町遺跡奈良・平安
            9三本木窯跡奈良・平安22天神山遺跡古墳35吉原皿遺跡奈良・平安48松山遺跡奈良・平安
            10足ノロ窯跡奈良・平安23谷柏古墳群古墳36吉原II遺跡奈良・平安49土矢倉古墳群古墳
            11石田遺跡縄文、奈良・平安24高崎遺跡奈良・平安37吉原IV遺跡平安50高野遺跡奈良・平安
            12谷柏J遺跡古墳～近世25萩原遺跡古墳～平安38青田遺跡奈良・平安51高野遺跡縄文
            13前田遺跡縄文26百々山遺跡縄文～平安39成沢西遺跡平安

 第2図遺跡位置図(国土地理院発行2万5千分の1地形図「山形南部」「上山」を1/2縮尺して使用)
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 遺跡の立地と環境

 II遺跡の立地と環境
 1立地と自然環境

 オサヤズ窯跡のある南山形地区は山形市の南西に位置し、東方は須川によって蔵王地区と分

 けられ、南方は小松原の台地で上山市と接している。また、北・西方は、南南西より東北東に

 流れる本沢川を挟んで本沢地区と接している。北には、葉山・月山の出羽山地が遠くに見え、
しらたか

 西方は白鷹丘陵へ連なる森が続き、東には蔵王連峰から延々と奥羽山脈が連なり、その間には

 山形盆地の広大な景色を見渡すことができる。
こまつばら

 南山形地区の南西部、小松原の台地は多くがブドウ団地からなる丘陵地帯であり、オサヤズ

 窯跡は、北方に広がる山形盆地と小松原丘陵の傾斜変換線付近の斜面に立地している。
くぼて

 この小松原丘陵は、なだらかな起伏を保ち、小松原から久保手にかけての丘陵上は意外と平

 坦で台地状の景観を呈している。この丘陵は約5万年前に発生した蔵王酢川泥流の末端と考え

 られており、地質時代新第三紀の凝灰岩層の上に流下し、現在の丘陵を形成している。

 遺跡範囲は、東西約90m、東北約110mの規模で広がり、標高はおよそ140mを測るが場所に

 よって標高差が大きい。全体に南から北へ向かって傾斜している。地目は水田、畑地、果樹園

 荒地などである。以上のような地形環境と風水害の比較的少ない穏やかな気象環境は、その後

 の郷土に刻んだ人々の歴史とも深い関わりがあったと思われる。

 2歴史的環境

 人間の歴史は大地と河川の上に成り立ち、自然の恵みを受けて生活を続け、今日に至ってい
りゆうざんもとさわ

 る。オサヤズ窯跡のある南山形地区も東に蔵王と龍山を仰ぎ、須川と本沢川によって造成され

 た肥沃な扇状地と丘陵地によってできている。

 南山形地区で最も古い遺跡は、松原横手遺跡で約4,500年前の縄文時代中期に属すると言われ

 ているが、小松原丘陵には旧石器時代の遺跡の存在の可能性もあり、生活の起源はもっと遡る
やがしわ

 ことができるであろう。中谷柏の北側から東方にひらける前田遺跡は縄文後期(3,000～4,000年

 前)の代表的な集落のあった跡で、山形では最古の定住的な村落のあとといわれている。また、

 県内で初めて石包丁が出土し米づくりの遺跡として確認された弥生時代の沢田遺跡など、途切

 れることのない歴史の流れが続いている。

 約1,200年前の奈良・平安時代のものと思われるオサヤズ窯跡の「オサヤズ」は、本来「オサヤ

 ジ」と称し、御塞神の略称とされている。昔は旅人を守る塞の神が祀られていた。
てんじんやま

 西の山際には、古墳時代の祭祀遺跡として知られる天神山遺跡があり、さらに北西の丘陵上

 には谷柏古墳群が点在している。また、南方の丘陵上の小松原から上山西部の丘陵にかけては

 8地点の窯跡が確認されている。これらの窯跡が出羽大道と呼ばれる古道に沿って分布してい

 ることは注目される。このオサヤズ付近の丘陵地は、戦国時代に最上氏と伊達氏が戦った柏木

 山古戦場跡として広く知られている。また近くには、江戸時代から操業した松原焼の窯跡があ

 り、オサヤズ周辺の丘陵地は窯業の地として近世まで栄えていたことがわかるとともに南山形

 地区は、古くから途切れることなく人々の生活が豊かに息づいていたことがうかがわれる。
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 遺跡の立地と環境

 3遺跡の層序(第4図)

 オサヤズ窯跡は、山形盆地の平坦部の南端から小松原丘陵の傾斜地への傾斜変換の分かれ目

 に位置している。調査区の地形は、西側が秋葉山へ続く急坂になり、中央付近の湿地を中心と

 する馬蹄形を呈す。丘陵地側からの南から北へかけては沢沿いに緩やかな傾斜を示している。

 A区

 A区の最上部(A区一1)からは、常に水が浸み出している状態であった。特にIV層のあた

 りは、上位の層を巻き込んで崩落が起きている状態である。皿層の土は褐色や白い風化礫をや

 や多く含み、IV層との境は明確なものではない。1・n層がIV層を巻き込み混在したものと考

 えられる。IV層の黒褐色土は、水の浸み出しとともに、斜面の下部へ向かって(第3図・図版

 1)大きな河の流れのように見える。地形的にも、窯跡下部へ向かって何度も地すべりが起こっ

 た形跡が見られる。なお、A区の窯跡下部分(A区一2)は、皿・IV層付近に礫が多く含まれ

 る。この黒色シルト層は、捨て場のような土ではあるが明確に捨て場の土とは断定できなかっ

 た。窯跡から排出されたであろう瓦の捨て場との相互関連も注目に値する。

 B区

 B区は、西方の急斜面直下にあり、沢沿いに南へ行くほど谷が深まり、南から北へ緩やかに

 傾斜し、北方(C区方面)へ開いている。斜面直下のもので五つの層からなり、概してもろく

 凝灰岩の小礫を多く含んでいる。標高が高くなるほど(南へいくほど)一つ一つの層が厚く堆

 積していた。

 C区

 C区は、オサヤズ窯跡の調査区内で最も複雑に遺構が検出された箇所で、層序も複雑に入り

 組んでいる所が多かった。B区とは逆に南側の方が地山まで浅く、北側に向かって緩やかに下っ

 た分、層は厚くなっていた。耕作土(1)の下へ向かって土層の色は濃さを増し、遺構の土に

 入り込むIV層あたりの土はかなり黒くしまりが強いものだった。南側は浅いが、沢の氾濫の影

 響を受けてか、B区に引き続き礫が非常に多く、層を一層複雑なものにしていた。

 D区

 D区は、農道を挟んでC区の西側にある。少しの距離(約2m)しかないが、約50cmほどC

 区より地山までの深さは深い。耕作土の下に、大きな礫を含むかなり手の加えられた層が存在

 し、過去に土盛りした痕跡が認められた。その下の皿・IV層が、C区のIV層に対応する黒色シ

 ルト層と考えられる。

 E区

 窯跡直下に明確な捨て場は確認されず、北東へ続いた場所へ所在するE区は最も捨て場の可

 能性があった箇所である。土層を3箇所とりくまなく観察した結果、土の様相が捨て場に似た

 部分はあったが、遺物の量が少ないこと等の理由から、明確に捨て場の土とは断定できなかっ

 た。

 ここでは、IV～V、W層あたりを中心に、瓦片とともに多くの礫、砕けた風化礫が多く混入

 していた。A区で述べた地滑りや土石流と捨て場の関係がさらに注目された。
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 A区 V

 .蓼.
㎜

a

 A区一1(最上部)
 1.10YR5/4にぶい黄褐色シルト(風化礫多い。)
 n.10YR8/3浅黄榿色シルト
 皿.10YR3/4暗褐色シルト(しまり強い。褐色、白い風化礫をやや多く含む。)
 W.10YR2/2黒褐色シルト
 V.10YR4/4褐色シルト

137.60m
 ■一b'

      1
      II

      

      HIlVo       V

 A区一2(窯跡下部分)
 1.10YR3/4暗褐色シルト(表土、水田耕作面。)
 n.10YR3/2黒褐色シルト(小礫、酸化鉄、黒色粒多量含む。かたくしまる。)
 皿.10YR2/1黒色シルト(数点の瓦片出土。かたくしまる。)
 IV.10YR2/1黒色シルト(数点の瓦片出土。炭化物微量含む。粘性あり。)
 V.10YR3/3暗褐色砂質シルト(風化礫少量含む。かたくしまる。)

 B区

137.70m

C.

                     III

                     

                     III⑰lv

C  B区
1.

H.
 皿.

IV.

 5YR4/1褐灰色シルト(凝灰岩の礫まばらに含む。かたくしまる。)
 10YR3/1黒褐色シルト(凝灰岩の礫まばらに含む。かたくしまる。)
 5YR4/1褐灰色シルト(凝灰岩の礫多く含む。かたくしまる。)
撹乱

 C区

135.50m

 d・一
lV 皿 皿

X 皿  皿X皿
                                            _IIVWIV皿皿孤V皿V皿XXIXXIV】V皿IXXIn暗渠
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                                            皿..VwwIV■o⑥o                                            w皿

d'

 D区

1

134.80m

2  D区
1.

H.

 10YR4/2灰黄褐色シルト(やわらかい粗砂微量含む。)
 10YR7/4にぶい黄褐色シルト(黒色シルト、ブロック状に30%程度含む。

 大きい礫、風化礫中程度含む。酸化鉄少々含む。)
 7.5YR3/1黒褐色シルト(風化礫微量、粗砂少々含む。)
 10YR2/1黒色シルト(風化礫、粗砂微量含む。かたくしまる。)
 10YR5/3にぶい黄褐色シルト(礫微量、粗砂少々含む。)
 7.5YR3/1黒褐色シルト(酸化鉄少々、大きい礫、風化礫中程度含む。)
 10YR7/4にぶい黄褐色シルト(黒色シルト、ブロック状に30%程度含む。

 大きい礫、風化礫中程度含む。酸化鉄少々含む。)
 7.5YR2/1黒色シルト(酸化鉄、大きい礫が少々、風化礫中程度含む。)
 10YR4/3にぶい黄褐色シルト(粗砂少々含む。)

 C区
1.

H.

7.5YR4/1
2.5YR4/1

134.80m
 e・一                                         80m1皿II皿IIWV-Illw

                                         w

 E区  1北壁

1

e
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 f一
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           1}
           皿

II

 一・f'
 皿.

IV.

V.

VI.

 V皿.

 1皿.

IX.

 3北西壁

 皿.2.5YR3/2
w.2.5YR2/1
v.10YR3/1

VI.2.5YR2/1
 皿.

 1皿.

 褐灰色シルト(耕作土。)
 黄灰色シルト(風化礫、小礫、黒褐色シルト、ブロック状に多量に含む。
 かたくしまる。)
 .黒褐色シルト(小礫、炭化粒、わずかに含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(中程度の礫、風化礫、まばらに含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(小さい風化礫多量に、炭化粒わずかに含む。かたくし
 まる。)
 黒色粘質シルト(かたくしまる。)

 10YRL7/1黒色シルト(小さい風化礫、土器粒わずかに含む。かたくしまる。)
 10YR5/3にぶい黄褐色シルト(小礫、砂質シルト、ブロック状に含む。かたくし

 まる。)
D(.10YR3/1
x.10YR5/2
M.10YR3/2
 x皿.10YR3/1

 Z皿.10YR6/4

 黒褐色シルト(風化礫まばらに含む。かたい。)
 灰黄褐色シルト(小礫多量に含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(小礫、風化礫多量に含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(中程度の風化礫と灰黄褐色シルト、ブロック状に多量
 に含む。かたくしまる。)
 にぶい黄榿シルト(中程度の風化礫わずかに含む。もろい。)

135.40m

 9・一  PPPPVI「皿一・9
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 E区
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 皿.

 皿.

IV.

V.
VI.
 V皿.

 V皿.
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 10YR3/4暗褐色シルト(表土、水田耕作面。)
 10YR3/3暗褐色シルト(炭化物、黄褐色粒少量含む。)
 10YR3/2黒褐色シルト(小礫、酸化鉄、黒色粒、多量に含む。かたくしまる。)
 10YR2/1黒色シルト(風化礫、白色粘土多量に含む。かたくしまる。)
 10YR2/1黒色シルト(数点の瓦片出土。かたくしまる。)
 10YR4/4褐色シルト(礫層。黄褐色の風化礫がくだけたものが多量に含まれる。)
 10YR3/2黒褐色シルト(黄褐色風化礫、褐色粒、少量含む。)
 10YR4/2灰黄褐色シルト(風化礫層。)
 10YR2/1黒色シルト(弱い粘性あり。瓦片数点出土。)
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 検出された遺構

 皿検出された遺構

 今回の発掘調査で検出された主な遺構は、窯跡2基を始め、掘立柱建物跡5棟、溝跡2条、

 土坑、性格不明遺構、柱穴等である。窯跡は斜面部分のA区の標高約135m～140mに2基並

 んで検出された。他の遺構は、B・C・D区のやや北へ向かって下がり気味ではあるものの平

 地部分で検出されている。B区の南側大半は、沢の上流部分からの度重なる洪水の影響を受け

 てか、ほとんどが礫に覆われ遺構は確認されなかった。C区は、規模の大きな掘立柱建物跡が

 検出された他、柱穴が数多く見つかったが、まとまりのあるものはなかった。遺構の時期は、
 遺物のほとんどが瓦片のため、窯跡と同様に概ね奈良・平安時代と推定される。以下に主な遺

 構の概略を述べる。

 1窯跡

 SQ1窯跡(第5図図版2)

 A区北側の27-11グリッド内に位置し、地山をやや掘りくぼめて構築した半地下式無階無段

 登窯と思われる。焼成部の上半分から奥壁、煙道部にかけて調査区外となり、窯跡の全体像に

 ついてはつかめなかった。また、天井部、前庭部、燃焼部の部分については、かなり削平を受

 け全長2mほどの焼成部の床面構造とそれに伴う窯壁が残っている状態であった。床面の焼土

 は赤く酸化していたが、よく焼きしまっていた。断面調査から三つの面が確認された。上部か

 ら3面、2面、1面と表現しているが、1面の窯底は還元層窯底でかたく焼きしまっていた。

 平面形は細長い形をしており、焚口付近はかなり撹乱を受けていたが、概して焚口から焼成

 部まであまり幅の変化は見られなかった。水平残長は現存値で3.60m、最大幅は焚口1.57m、

 燃焼部1.42m、焼成部1.32m、窯の傾斜角度は約140であり、中軸線の方位は、N-60。一Wで

 ある。側壁残高は、約30㎝で、焼成部の一部に窯体が遺存していた。

 なお、SQ1窯跡からは多くの瓦、中でも女瓦が面ごとに敷かれるように検出された。

 SQ2窯跡(第6図図版2)

 A区北側の26-10グリッド内に位置し、SQ1窯跡と同様に地山をやや掘りくぼめて構築し

 た半地下式無階無段登窯と思われる。SQ1窯跡同様、焼成部の上部から煙道部にかけて調査

 区外となり、全体の調査はできなかった。SQ1窯跡より南西側へ約3.86mほどの位置にあり

 標高にして約1mほど高い場所にあるが、ほとんど2基並んで位置している感がある。

 窯自体は、天井部は落ち、木の根が深く入り込んでいる箇所が多く、燃焼部から焼成部につ

 いてはほとんど撹乱を受け、かろうじて上部焼成部の窯底の一部が還元窯底で、青灰色にかた

 くやきしまったまま残っていた。考古地磁気測定の結果、825年±55年という年代が測定された。

 水平残長は残存部で3.48m、最大幅は焚口1.02m、燃焼部1.28m、焼成部1.36m、傾斜角度は

 約20。である。中軸線の方位はN-60。一Wであり、SQ1窯跡と同じ方向であった。側壁残高

 は約28㎝で、撹乱を受けた部分は、約60㎝と深くなっていた。SQ1窯跡に比べて、窯壁がしっ

 かり残っている部分が多かった。
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 検出された遺構

簿
 曾㌔㌔
勉

 !'、
 '蒐'

1

し

 、1
 '置
 ノ'
 'ノ

 、'

 a＼

 ノく.、.
 b・一

13820m

138.00m

137.80m

b

I

1
1
1
1

 1嘱
Io

`

II

I

lN
lr

I138.20m
＼

'¥

 !、
 '、

 、、1
"
,'
'!

 、一'
 、一一

137.60m

138.80m
 a・一 6

138.00m

 一・a,

       0192456
       3

138.30m
 b・一 9P810

 7』o

 ・鯵411'

 一・b'

7.
8.
9.
10.

墾

 2.5YR5/6明赤褐色焼土(最終窯底。かたく焼きしまる。)
 2.5YR4/6赤褐色焼土(2次窯底。かたく焼きしまる。床直上に瓦。)
 5YR616榿色焼土(1次窯底。かたく焼きしまる。床直上に瓦。)
 10G611緑灰色焼土(わずかに還元。)

 1L7.5YR4!6褐色シルト(地山の土と窯壁、焼土、風化礫をまだらに含む撹乱層。)

1

0

δ

 器!
 oり
 椚一〇

                    

     Om
     >a'

       
   

“

               』・b'

                    

   
  

寸『

     00m
     }

          oり
     r

     o

     の
     F

          137.80moド

                    卜
     日

          鰻・,、

     懸嚢
     』■削■

                                   遡m

                                                                                                                                                      

     く焼きしまる。)
     匪きしまる。床直上に瓦。)
     きしまる。床直上に瓦。)

          

     匪土、風化礫をまだらに含む撹乱層。)
                                        

 SQ1窯跡
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 2.5YR616榿色焼土(ブロック状に酸化焼土、還元焼土を含む。しまりなし。

 瓦片含む。)
 3.5YR7!6榿色焼土(3面を構成する窯底。酸化状態だがよく焼きしまる。)
 4.5YR7/6榿色焼土(2面を構成する窯底。酸化状態だがよく焼きしまる。)
 5.5G6/1緑灰色焼土(1面還元層窯底。かたく焼きしまる。)
 6.5YR7!6榿色焼土(1面窯底及び窯底周辺の熱を帯びた層。酸化状態。

 かたく焼きしまる。)

 12.7.5YR4!6褐色シルト(小礫、焼土ブロック・窯壁
 プロック少量含む。)

 13.7.5YR3/2黒褐色シルト(細かい焼土粒少量含む。)
 14.5YR416赤褐色焼土(最終窯底。かたく焼きしま

 る。瓦含む。)
 15.7.5YR5/6明褐色焼土(前窯底。青灰色窯壁片含む。

 かたく焼きしまる。)
 16,7.5YR3!3暗褐色シルト(焼土粒多量に含む。もろ

 い。)
 17.10YR3!4暗赤褐色(焼土粒、窯壁多量含む。瓦含

 む。もろい。)
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 第5図SQ1窯跡
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 検出された遺構
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 第6図  SQ2窯跡



 検出された遺構

 2掘立柱建物跡及ぴ柵列

 今回の調査では、5棟の掘立柱建物跡と1基の棚列が確認された。いずれも傾斜は少しある

 ものの平地部分といえるB・C・D区に位置している。B区の掘立柱建物跡にっいては、土砂

 や礫の影響をかなり受けているものが多い。・時期を特定できる遺物は、瓦片程度しか見つから

 なかったため、詳細は不明であるが、建物の方向や土色、窯跡の年代等を考慮すると、平安時

 代頃の建物跡と推測される。

 SB4掘立柱建物跡(B区第7図図版3)

 B区16-18グリッド内で検出された正方形に近い南北棟の建物跡である。2間×2間で、長

 軸4.32m、短軸4.24m、全体規模18.32㎡、桁行約2.12m、梁行約2.10m、柱穴径は25～30㎝程

 度、主軸方位はN-10。一Eとなる。EB8に対応する柱穴は礫に覆われ、また、EB7に対応

 する柱穴は調査区外となるため確認できなかった。

 SB13掘立柱建物跡(B区第7図図版4)

 B区北西側14-20グリッド内で検出された南北棟の建物跡で、桁行2間、梁行1問の小規模

 な建物跡と推測される。EB14に対応する柱穴は礫に覆われ確認できなかった。長軸5.28m、

 短軸4.16m、全体規模約22㎡である。桁行2.70m、梁行約4.2m、柱穴径は約30～48㎝程度、主

 軸方位はN-20。一Eとなる。

 SB190掘立柱建物跡(B区第8図図版4)

 B区北西側16-20グリッド付近で検出された南北棟の建物跡で、桁行3間、梁行2間の建物

 跡と推測される。EB191に対応する柱穴とEB195に対応する柱穴は礫に覆われ、確認できな

 かった。長軸5.76m、短軸3.10m、全体規模17.86㎡である。桁行1間1.6m～2.4m、梁行1間

 約1.60m、柱穴径は約24～48㎝で円形または楕円形を呈する。

 SB216掘立柱建物跡(D区第8図)

 D区西側24-18グリッド内で検出された南北棟の建物跡で、桁行2間、梁行1間の建物跡と

 推測される。EB128・129に対応する柱穴は、調査区外のために確認できなかった。

 長軸約3.6m、短軸2.8mで全体規模約10.1ゴである。桁行1間1.76m、梁行1間2.80m、柱

 穴径は約40～56㎝で主に楕円形を呈して、確認面からの深さは約40㎝を測る。

 SB35掘立柱建物跡及びSA262柵列(C区第9図図版3)

 SB35は、C区南西側、C区の約半分を占める大規模な掘立柱建物跡である。18-22グリッ

 ドから22-20グリッドにかけて検出された南北棟の建物跡で、桁行6間、梁行2間の総柱の建

 物跡である。長軸は約18m、短軸は約7.6m、全体規模は約137㎡である。間尺は約3.3m、柱穴

 径は小さいもので約60㎝、大きいものでは120㎝に達する。中には、柱穴の中心付近に、根がた

 め石と思われるものも見られる柱穴もあった。総柱ということから、何らかの倉庫跡とも考え

 られるが、遺物が瓦片が少し見られる程度で少なく、明確なことはいえない。柱穴の深さは北

 の方が約60㎝と深い。各柱穴には、黒色シルトの明確なアタリを持つものが多かった。

 SA262棚列はSB35に伴う棚列と推測される。SB35に平行で主軸方位はN-35。一Wを示

 す。全長は約24m。上面が削平されているために、柱穴の深さはごく浅い。

 一14一



 検出された遺構
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 第7図  SB4・13掘立柱建物跡
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 検出された遺構
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 第8図  SB190・216掘立柱建物跡
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 検出された遺構
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6.10YR2/1
 7.工OYR3/2
8.10YR2/1
 9.10YR3〆1
10.10YR3/1

 黒色シルト(黄褐色粒、風化礫、白色粘土塊含む。)
 黒褐色シルト(風化礫含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(暗褐色シルト塊含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(黄褐色粒、黒色シルト塊含む。)
 灰黄褐色シルト(一部グライ化、かたくしまる。)
 黒色シルト(黄褐色粒少量、焼土粒微量含む。アタリ。)
 黒褐色シルト(黄褐色粒、黒色シルト塊含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(黄褐色シルト塊、酸化鉄含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(黒色シルト塊少量、風化礫微量含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(黄褐色シルト粒、卑色シルト粒少量含む。かたくしまる。)

 1LlOYR1.7/1黒色シルト(褐色シルト塊、礫含む。かたくしまる。)
 12.10YR1.7/1黒色シルト(風化礫微量含む。かたくしまる。)
 13.10YR1.7/1黒色シルト(風化礫、黄褐色土多量に含む。かたくしまる。)
 14.10YR3/1黒褐色シルト(黒色、黄褐色シルト少量含む。大きめの風化礫含む。)
 15.10YR2/1黒色シルト(黄褐色粒微量含む。酸化鉄含む。かたくしまる。)
 16.10YR1.7/1黒色シルト(3m皿大の黄褐色粒、2m皿大の灰白色粒、細砂、風化礫含む。かたくしまる。)
 f7,10YRL7〆1黒色シルト(黄褐色粒、風化礫少量含む。かたくしまる。)
1810YR2/1
 19.10YR2〆1
20.10YR3/1
 21、10YR4/4
 22.10YR4〆4
 23.工OYR4/4
2410YR2/1
25.10YR2/1
26.10YR5/1

 黒色シルト(黄褐色粒、礫、灰白シルト粒多量含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(黄褐色粒、風化礫、褐色シルト斑状に含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(黄褐色粒、黒色シルト、風化礫含む。かたくしまる。)
 褐色シルト(黒色シルト、風化礫含む。かたくしまる。)
 褐色シルト(黄褐色粒、黒色粒、斑状に含む。かたくしまる。)
 褐色シルト(黒色シルト粒、黄褐色シルト粒、風化礫、多量に含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(黄褐色粒、灰白粒、酸化鉄少量含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(暗褐色シルト塊、褐灰シルト、風化礫含む。かたくしまる。)
 褐灰色シルト(黒色シルト塊、小礫含む。グライ化。地山に類似。)

 27,10YR1.7/1黒色シルト(風化礫、酸化鉄とも微量含む。撹乱か。)
 28.10YR1.7/1黒色シルト(風化礫少量、黄褐色粒多量、酸化鉄含む。かたくしまる。)
29.10YR2/1
30.10YR3/1
31.10YR3/2
 32、10YR3/2
33,10YR3/3
34.10YR2/1

 黒色シルト(弱い粘性あり。黄褐色シルト塊微量含む。酸化鉄含む。)
 黒褐色シルト(風化礫、酸化鉄微量含む。しまりあり。)
 黒褐色砂質シルト(黄褐色粒、風化礫、斑状に含む。かたくしまる。)
 黒褐色シルト(黒色シルト塊、黄褐色シルト粒、風化礫、多量含む。かたくしまる。)
 暗褐色シルト(黒色シルト塊、風化礫多量含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(風化礫多量含む。酸化鉄含む。かたくしまる。)

 35.10YR1.7/1黒色シルト(黄褐色シルト塊、褐色粒、風化礫含む。弱い粘性あり。)
 36.10YR2/1黒色シルト(風化礫、粗砂、酸化鉄含む。かたくしまる。)
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SA262
1.10YR2/2
2.10YR3/2
3.10YR2/1
4.10YR2/1
5.10YR2/1
6.
7.10YR2/1

 黒褐色シルト(小さい風化礫がまばらに入る。しまりあり。)
 黒褐色シルト(黒色シルトがブロック状に入る。風化礫微量含む。かたくしまる。)
 黒色シルト(風化礫、小さい酸化礫わずかに含む。)
 黒色シルト(極小の酸化礫をごくわずかに含み、かたくしまる。)
 黒色シルト(小さい酸化礫や風化礫をまばらに含み、かたくしまる。)

 10YR1.7/1黒色シルト(中程度の風化礫まばらに含み、かたい。)
 黒色シルト(中程度の炭化粒、小さい風化礫わずかに含み、かたくしまる。)

 8.7.5YR1.7/1黒色シルト(小さい炭化粒、風化礫、酸化礫わずかに含み、かたい。)
 9.10YR2/1黒色粘質シルト(にぶい黄褐色シルト、ブロック状に含み、かたい。)
 10.10YR1.7/1黒色シルト(極小の風化礫わずかに含み、かたくしまる。)
 11.10YRL7/1黒色シルト(灰黄褐色シルト、ブロック状に3%含む。大きい風化礫含む。かたい。)
 12.10YRL7/1黒色シルト(灰黄褐色シルト及び明赤褐色シルト、ブロック状に3%含む。かたい。)
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 第9図  SB35掘立柱建物跡及びSA262柵列
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 検出された遺構

 3溝跡

 SD3溝跡(B区第10図図版3)

 B区北側、17-18グリッドから14-25グリッドで検出され、B区北側を約40mに渡り、西か

 ら東に横断する溝跡である。幅約40㎝～1m、確認面からの深さ10㎝～24cmを測り、中央付近

 は、B区南側上流からの土砂の影響を受けて一旦溝跡そのものが途切れた状態になっている。

 遺物は、比較的大きい男瓦(第24図一1、図版9)が見つかった。

 SD36溝跡(C区第10図図版3)

 C区中央、21-21グリッドから21-23グリッドで検出され、C区中央を約12mに渡り、真西

 から真東に横断する溝跡である。さらに東側へ延びると考えられる。幅約40cm～1m、確認面

 からの深さは約30cmを測り、どの部分もほぼ同じ深さで、断面の形は全体的にU字形となる様

 相を示す。含まれる遺物等からSB35とほぼ同時期と考えられる。

 4土坑及ぴ性格不明遺構

 SK96土坑(C区第11図)

 C区西側、21-21グリッド内で検出された。平面プランは長辺約1.72m、短辺約0.80mの楕

 円形を呈する。確認面からの深さは、深い部分で約22㎝を測る。断面形は中央部が深くなり、

 壁面が緩やかに立ち上がる形態である。土層は礫を多く含み、かたくしまる。

 SK189土坑(C区第11図)

 C区中央部、22-21グリッド内で検出された。平面プランは、長辺約2.16m、短辺0.88mの

 楕円形葬旱する。確認面からの深さは、深い部分で約24.8㎝を測る。断面形は中央部がほぼ平

 坦で、壁面が急に立ち上がる形態である。土層は14層に細かく分かれているが、全体的にかた

 くしまる土質である。遺物は、主に灰白色の瓦片が多く出土した。

 SX213性格不明遺構(D区第11図図版4)

 D区中央部付近、24-19グリッド内で検出された。平面プランは、長辺約4.92m、短辺約2.20

 mの南北に長い楕円形を呈している。確認面からの深さは、深い部分で約16㎝とごく浅い遺構

 である。遺物は瓦片が多少出土した。

 5窯跡南側調査区断面土層(A区第12図図版1)

 A区北東部、26-12グリッドから26-14にかけて、SQ1窯跡の長軸の延長線上に、またそ

 れと直交する形でトレンチ調査を行った。SQ1・2窯跡で生産された瓦の捨て場の有無を確

 認するためであったが、結果として明確な捨て場は確認できなかった。SQ1窯跡直下に瓦片

 と石を組み火熱を受けた箇所があった。付近の瓦を組んだ新しいものと考えられる。

 6F区トレンチ(F区第13図図版4)

 後半、A区とB区の間の雑木林にトレンチ5本を入れて調査した。急斜面なためかT2で陶

 器2個確認されたのみで、乾いたシルト層下は凝灰岩の岩盤で遺構は全く確認できなかった。
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 検出された遺構
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 (水糸高は全て136.20m)
SD3

 1.7.5YR2!1黒色シルト(しまりやや弱い。礫中程度含む。)
 2.10YR213黒褐色シルト(砂含む。)
 3.1GYR1.7/1黒色シルト(しまり弱い。炭化物微量含む。)
 4.10YR2/1黒色シルト(細砂中程度含む。)
 5.7.5YR1.7/1黒色シルト(小石微量含む。)
 6.7.5YR211黒色シルト(土器粒微量含む。)
 7.7、5YR2/1黒褐色シルト〔礫微量含む。)
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 (遺構断面図はSニ1/40とする)

SD36
 1.10YR1.7!1黒色シルト(黄褐色粒、白色粒、風化礫多量含む。かたくしまる。)
 2.10YR1.7/1黒色シルト(黄褐色粒、赤色粒、礫少量含む。かたくしまる。)
 3.10YR211黒色シルト(黄褐色粒多量に含む。)
 4.10YR2/1黒色シルト(暗褐色シルト塊、褐色粒少量含む。)
 5.10YR3!2黒褐色砂質シルト(黒色シルト塊・風化礫微量含む。)
 6.10YR1.711黒色シルト(白色粒微量含む。弱い粘性あり。)

 (水糸高は全て134.90m) 遺構平面図
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 第10図SD3・36溝跡
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 検出された遺構
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 1.10YR2!1黒色粘質シルト(礫、風化礫多い。かたくしまる。)
 2.10YR211黒色粘質シルト(礫、風化礫わずかに含む。かたくしまる。)
 3.10YR3/2黒褐色シルト(黒色粘質シルト、風化礫まだらに含む。かたくしまる。)
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SKl89
 1.10YR1.7/1黒色シルト(褐灰色シルト、中くらいの風化礫、土器片等まだらに

 含む。かたくしまる。)
 2.10YR1.711黒色シルト(黒褐色シルト、風化礫まだらに含む。炭化粒微量含む。

 かたくしまる。)
 3.10YR1.711黒色シルト(褐灰色シルト、風化礫、瓦片まだらに含む。かたくし

 まる。)
 4.10YR2!1黒色シルト(灰オリーブシルト板状に含む。風化礫わずかに含む。

 かたくしまる。)
 5.2.5Y1.7/1黒色シルト(黄灰粘質シルト、灰粘質シルト、風化礫まだらに含む。

 かたい。)
 6.2.5Y5/4黄褐色砂質シルト(黒色シルト、風化礫まだらにのる。かたい。)
 7.5YR2/1黒色シルト(灰色粘質シルト、黄褐色シルト、風化礫まだらに含む。

 かたい。)
 8.5Y2/1黒色シルト(小礫わずかに含む。かたい。)
 9.5Y2/1黒色シルト(黄褐色砂質シルト、風化礫、小礫含む。かたい。)
 10.5Y2!1黒色シルト(黄褐色砂質シルト板状に含む。風化礫、小礫わずかに

 混入。かたい。)
 11.2.5Y4/1黄灰砂質シルト(黒褐色粘質シルト板状に含む。風化礫わずかに

 .a'混入。かたい。)
 12.5Y2!1黒色シルト(黄褐色砂質シルトまだらに含む。かたい。)
 13.5Y211黒色シルト(黄褐色砂質シルトまだらに含む。炭化粒わずかに混

 入。かたい。)
 14.5Y2!1黒色シルト(小礫、風化礫、炭化粒混入。かたくしまる。)
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 1.10YR2!1黒色シルト(礫微量含む。しまりあり。)
 2.7.5YR2!1黒色シルト(しまり弱い。)
 3.10YRl,7/1黒色シルト(礫を中程度含む。)
 4、7.5YRL7/1黒色シルト
 5.7.5YRL7/1黒色シルト(風化粒含む。)
 6.10YR2!1黒色シルト(しまり弱い。礫多い。)
 7.7.5YR1.711黒色シルト(風化礫含む。)
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 第11図  SK96・189土抗、SX213性格不明遺構
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 検出された遺構
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窯跡下部分断面土層
 1.7.5YR213極暗褐色シルト(焼土粒、黄褐色粒、青

 2.7.5YR3!4暗褐色シルト(焼土粒、黄褐色粒微量に
 含む。風化礫含む。かたくしまる。)

 3.2.5YR5/8明赤褐色シルト(焼土層。ブロック状の
 焼土が多量集まる。)
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 検出された遺構
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 1.10YR5/2灰黄褐色シルト(凝灰岩礫多く含む。しまり弱い。)'
 2.10YR5/2灰黄褐色シルト(礫大きい。)
 3.10YR3/2黒褐色シルト(凝灰岩礫微量含む。しまり中程度。)
 4.10YR5/4にぶい黄褐色シルト(凝灰岩と黒色シルトが混じり

 合っている。しまり強い。)
 5.10YR6/2灰黄褐色シルト(白っぼく乾燥している。)
 6.10YR4/2灰黄褐色シルト(凝灰岩礫少量含む。しまり中程度。)
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 出土した遺物

 IV出土した遺物

 今回の調査では、窯跡や周辺から出土した奈良・平安時代の瓦片を中心に、摺鉢をはじめ、

 流れこみによる近世の生活雑器などを含めて、遺物が整理箱にして44箱出土した。重さでの比

 率をみると、瓦がかなり重いことを考え合わせても瓦以外の遺物は3%程度である。調査区の

 中では瓦を焼いた窯跡が検出されたA区での出土が大半で、他SB35掘立柱建物跡やSK189土

 坑等が検出されたC区で多少出土した程度であった。

 1瓦等

 オサヤズ窯跡では、男瓦と女瓦の出土のみで、鐙瓦や宇瓦をはじめ堤瓦や面戸瓦等の他の用

 途を持っ瓦は全く出土しなかった。

 男瓦も女瓦も布目瓦で、男瓦の場合、表面(凸面)に縄目成形を施したものが多かった。女

 瓦の場合は、裏面(凸面)に縄目叩きを施したものが多く、詳細に観察すると、縄目の叩き方

 や縄目自体に弱冠の違いが確認できた。男瓦と女瓦とを比較すると、男瓦は焼きが甘いものが

 比較的多く、残存の具合もあまり良くなかった。女瓦は厚さ30㎜を越えるような厚い瓦も多く

 出土した。

 本遺跡の窯跡では、女瓦の出土が圧倒的に多く、瓦全体の91.79%に及んだ。その理由につい

 ては定かでない。瓦の大半が、SQ1窯跡とSQ2窯跡とその周辺から出土していることから、

 ここでは、SQ1窯跡出土遺物とSQ2窯跡出土遺物、その他の出土遺物に分け、図化したも

 のを中心に概略を述べる。

 SQ1窯跡出土遺物(第14図～21図図版5～図版8)

 SQ1窯跡からは、男瓦が男瓦全体の18.71%、女瓦が女瓦全体の37.35%が出土した。検出

 された遺構で前述したように、最終窯底から3面、2面、1面に分かれており、特に2面から

 大きな女瓦が多く出土した。女瓦(第15図一1)は、完全な幅を保ち、最大横幅を計測するこ

 とができた。その計測値は、広端幅313㎜、狭端幅298㎜、厚さ30㎜であった。なお厚さは女瓦

 (18図一1)の38㎜が最大であった。SQ1窯跡2面には、女瓦裏面(凸面)を表面に敷きつ

 められたような形で大量に出土した。SQ1窯跡は出土瓦が多いので同じような裏面(凸面)

 縄叩き目でも様相が違った瓦が見られた。細く深い縄目が(第15図一1・第15図一2等)、太く

 深い縄目が(第17図一1・第19図一2・第22図一5等)、太く浅い縄目が(第18図一6等)縄目

 ではあるが、条線状の平行叩き目に近く見えるものが(第18図一1・第19図一4・第19図一6

 等)特徴的である。また、女瓦の表面(凹面)は、工人の造瓦時の状況が瓦の表情となって表

 れるため様々な様相を呈す。例を述べると模骨痕が残ってあらわれたもの(第14図一1、第14

 図一3、第15図一1、第15図一2、第18図一1、第19図一4等)、模骨の周囲に巻いた布の跡が

 きれいに出ているもの(大部分の瓦)、よじれた形が顕著なもの(第18図一6・第22図一1・第

 24図一6等)、布のつなぎ目が格子状になってあらわれたもの(第15図一2・第16図一2・第19

 図一2・第20図一6等)、また、自然粕状になったところにクシ目のようなもので模様をつけた

 一24一



 出土した遺物

 ような特殊な様相のもの(第18図一2)、また、ついた布目を消しているようなもの(第18図一

 4・第18図一5等)、他に模骨をぬきとった後、平面上に置いた曲線状の凸台に布を敷き、左右
 に瓦の大きさの目安となる細棒や縄を置いてさらに十分に叩いたつくり(一枚づくり)のもの

 (第20図一3・第24図一6・第25図一11等)、また、糸ではがす時の痕が放射状に残っている(糸
 切り離し痕)もの(第16図一1・第20図一1等)、焼いている過程で窯片が付着したもの(第20

 図一1等)も出土している。男瓦は女瓦より出土量が大幅に少なかったが、全径測定可能な男

 瓦(第21図一1)も出土している◎広端幅は161㎜、狭端幅は160㎜であった。表面(凸面)は、

 縄目叩具で叩いたものを成形して見えないようにしているが、本遺跡の窯跡の出土遺物では、
 消しきれなくて少し縄目が表れているものも多い。(第21図一1・第21図一4等)である。グリッ
 ド出土遺物ではあったが、明確な指跡のついた女瓦(第26図一4)、玉縁の部分が非常に高く20㎜
 もある男瓦も出土している。また、多くの女瓦に竹状模骨痕が認められる。

 SQ2窯跡出土遺物(第22・23・28・29図図版10・12・13)

 SQ2窯跡の出土遺物の量は、SQ1窯跡に比してかなり少なく、男瓦が男瓦全体の2.81%
 女瓦は女瓦全体の7.51%である。窯自体が還元状態でしっかり焼かれたものであったらしく、

 窯壁は青灰色、出土した瓦も青灰色の焼きしまったものが多かった。瓦の裏面(凸面)や表面

 (凹面)の特徴はSQ1窯跡で述べた事柄とほぼ同様である。(第22・23図図版10)

 SQ2窯跡の出土遺物で特徴的なのは、須恵器の甕と圷の一部が出土したことである。甕は
 体部を剥離したもので、すべてがそのような状態であったことから、人工的に剥離したものか

 剥離されたものを利用して使用したもの(第28図図版12)と思われる。特に表面が、二次焼
 成を強く受けていたことから、焼き台等に使用したものと推測される。これとはまた別に窯の

 覆土中から、須恵器の圷の破片が13点出土した。底部が全てヘラ切りで、底部や体部の状況か
 ら8世紀第4四半期頃のものが多く、窯が使用されていた年代を知るのに、貴重な資料といえ
 た。また、二次加熱を受けていたものが多いことと、窯跡の覆土上層から出土したこと、さら

 に、数の少なさから、SQ2窯で焼かれたものではなく、この窯跡はこれらの圷が作られた時
 代より新しいと推測できる。

 2その他の出土遺物

 オサヤズ窯跡の調査区内では、窯跡から出土した瓦とともにグリッドから出土した瓦も多く

 男瓦・女瓦合わせて37.05%を占める。それらの他にも少量ではあるが遺物が出土している。
 ほとんどはグリッド出土である。例を述べると、石器5点、砥石2点(第34図図版13)、土師

 器、須恵器、陶磁器等である。須恵器の中には蓋の破片で裏側に「大」というヘラ書きが施さ
 れたもの(第32図一7)もあった。陶磁器では、珠洲系陶器片(第32図一9)なども出土して

 いる。また、窯のさや台の一部である厘鉢と思われる陶器片が3点(第32図一11・12・13図
 版13)もB区南端から出土している。陶器で多かったのが播鉢であった。陶器の中で53%を占

 めた。オロシ目には、何単位かずつに分かれているものもあった。大半がB・C区でグリッド
 出土であることから、沢の上流部である小松原丘陵方面からの流れ込みと推測される。

 一25一



 出土した遺物
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 出土した遺物
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 出土した遺物
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 出土した遺物
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 出土した遺物

 表一2遺物(瓦)観察表(1)

              法量(皿)焼成特徴出土地点備考              図号挿番曲醒種別長さ朧欄厚さ胎土色調凸面凹面
              1女瓦16518216130鰭良灰褐色縄目細く深い布目、模骨痕ありSQ1・1面縄目が一部つぶれる

              2女瓦1101205523鰭良にぶい褐色縄目細い布目、ナデSQ1・1面縄目が一部つぶれる

              第14図3女瓦35819417330撤密良明褐色縄目深い布目、竹状模骨痕ありSQ1・1面木口に調整
              4女瓦23718224緻密良褐灰色縄目細く深い布目SQ1・1面・

              1女瓦33131329830囎良明褐色縄目深い布目、模骨痕ありSQ1・2面

              第15図2女瓦23725422626緻密良暗赤褐色縄目細く深い布目、端部ケズリ、模骨痕SQ1・2面糸切り離し痕、指紋
              1女瓦24821530鰭良榿色縄目幅広い布目SQ1・2面糸切り離し痕か

              2女瓦25818613330緻密良にぶい赤褐色縄目深い、布目布目、布ヨレ、模骨痕SQ1・2面指紋、竹状模骨痕

              第16図3女瓦11710830緻密良明赤褐色縄目深い布目SQ1・2面              4女瓦16816714528鰭良灰褐色縄目深い、布目痕あり布目、ケズリSQ1・2面指跡あり

              5女瓦1561268425鰭良榿色縄目細く深い布目、ケズリSQ1・2面

              1女瓦14118726徴密良オリーブ褐色縄目太く深い布目、ケズリSQ1・3面指紋

              2女瓦935618.5鰭良灰オリーブ色縄目木口に調整痕SQ1

              3女瓦1761799028鰭良暗灰黄色縄目深い、ケズリ布目SQ1・3面              第17図4女瓦10413620鰭良黒褐色縄目つぶれている布目SQ1・3面指跡
              5女瓦13511522粗砂良褐灰色縄目つぶれている布目、模骨痕ありSQ1木口にケズリ

              6女瓦2391629423砂粒良黄灰色縄目布目、自然粕SQ1

              1女瓦30623438緻密良暗褐色縄目深い布目、模骨痕ありSQ1厚い

              2女瓦717720瀦良黒色縄目細い、自然粕クシ目状SQ1

              3女瓦16516027粗砂良灰黄褐色縄目細く深い布目、ナデSQ1              第18図4女瓦1141108126砂粒良明赤褐色縄目細く浅い布目、ケズリSQ1
              5女瓦14516625緻密良黒褐色縄目細く浅い、摩耗布目、糸切り離し痕SQ1木ロケズリ

              6女瓦17911010021砂粒良暗褐色縄目太く浅い布目、ヨレSQ1指跡あり

              1女瓦967020粗砂良灰白色縄目摩耗布目、分割界線SQ1

              2女瓦26120710319緻密良オリーブ褐色縄目深く太い布目、竹状模骨痕SQ1・3面布端部あり

              3女瓦16217726緻密良黒褐色縄目細い、布目布目、ケズリSQ1              第19図4女瓦18014628舳良褐灰色縄目深い、布目布目、模骨痕ありSQ1糸切り離し痕あり
              5女瓦2321089225粗砂良にぶい褐色縄目細く深い布目、ケズリSQ1

              6女瓦10417415132緻密良黄灰色縄目布目、ケズリ、模骨痕SQ1

              1女瓦12813825鰭良灰色縄目太い、窯片付着布目、糸切り離し痕SQ1

              2女瓦1111308024砂粒良灰褐色縄目細く深い、ケズリ布目SQ1

              3女瓦10811221粗砂良いぶい黄色縄目摩耗、ケズリ布目、糸切り離し痕SQ11枚づくりか

              4女瓦12516129級密良榿色縄目布目、ケズリ、模骨痕SQ1              第20図5女瓦12712820砂粒良黒褐色縄目っぶれている布目、粘土紐巻上痕SQ1
              6女瓦12617712625粗砂良黒褐色縄目布目SQ1

              7女瓦17016610127鰭良黒褐色縄目深く大きい布目SQ1指跡あり

              8女瓦5312037緻密良灰褐色縄目深い布目、ケズリ、模骨痕SQ1指紋あり

              1男瓦14416116021緻密良黄灰色縄目磨消し布目、粘土紐巻上痕SQ1両端あり

              2男瓦5411417囎良にぶい褐色縄目磨消し剥離SQ1

              3男瓦8512118緻密不良にぶい黄榿色縄目磨消し布目、糸切り離し痕SQ1

              4男瓦1207817緻密不良灰黄褐色縄目磨消し布目、分割界線SQ1              第21図5男瓦945420鰭良灰黄色縄目磨消し布目SQ1木口へらケズリ
              6男瓦1759216緻密良灰黄色縄目磨消し布目SQ1

              7男瓦729919粗砂不良オリーブ褐色縄目磨消し布目SQ1

              8男瓦14713717.5砂粒良褐灰色縄目磨消し布目、模骨痕ありSQ1・2面指紋あり

              1女瓦16516023緻密良灰色縄目布目、ヨレ、ケズリSQ2指跡あり

              第22図2女瓦11811222緻密良黒褐色縄目細く深い布目、糸切り離し痕SQ2
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 出土した遺物

 表一3遺物(瓦)観察表(2)

              渤翻種別法量(㎜)特・徴              図号一挿番長さ広端幅狭端幅厚さ胎土戯色調凸面凹面出土地点備考
              3女瓦23124419522雛良灰色縄目大きい布目、糸切り離し痕SQ2両端あり

              第22図4女瓦11713020緻密良にぶい赤褐色縄目細い布目、ケズリSQ2              5女瓦9617126緻密良黒褐色縄目太く深い、布目布目、模骨痕ありSQ2

              6女瓦19622516231粗砂良灰色縄目大きい布目、ケズリSQ2指紋、竹状模骨痕

              1男瓦18512210816緻密良オリーブ黒色縄目磨消し布目、糸切り離し痕SQ2

              2男瓦897320緻密良黒褐色縄目磨消し布目、糸切り離し痕SQ2自然紬、2次焼成

              3女瓦9521325砂粒良黒色縄目細く深い布目、中央部ナデSQ2

              第23図4女瓦15414413222砂粒良黒褐色縄目細く深い布目SQ2最終
              5女瓦13610527砂粒良黒色縄目細く深い、つぶれ布目、ケズリSQ2

              6女瓦28414111023繊密良灰色縄目細い、ケズリ布目SQ2

              7女瓦17013230糖良黒色縄目細く深い布目、ケズリSQ2

              1男瓦17510129粗砂良灰白色縄目磨消し布目SD3玉縁残る

              2男瓦526214緻密良灰白色縄目磨消し布目SD3玉縁

              3女瓦756817粗砂良黄灰色縄目太い布目SD3木ロケズリ、指跡あり

              4女瓦818417縮良黄灰色縄目、ケズリ布目SD3

              5女瓦11311720粗砂良黄灰色縄目、ケズリ、布目布目SD36

              6女瓦20514323粗砂不良黄灰色縄目、ケズリ布目、目が荒い、ヨレSD361枚づくりか

              7女瓦736521粗砂良黄灰色剥離布目SD36

              第24図8男瓦957012.5粗砂不良灰白色縄目磨消し布目うすい、ケズリSK189              9男瓦587317粗砂良灰白色縄目磨消し摩耗、ケズリSK189玉縁

              10男瓦654715粗砂良灰白色縄目磨消し布目SK189

              11男瓦265618緻密良灰白色ナデ布目、ナデSK189玉縁

              12女瓦13011623緻密良黄灰色縄目一部太い布目、目が細かいSK189

              13女瓦916217緻密良灰色縄目布目、模骨痕ありSX213指跡あり

              14女瓦487321緻密良黄灰色縄目布目SX213木ロケズリ

              15女瓦798315鰭良黄灰色剥離布目、糸切り離し痕SX213

              16女瓦23257囎良明黄褐色剥離布目SX213

              1男瓦1006618粗砂良灰色縄目磨消し布目、ケズリE区

              2男瓦959022粗砂良灰オリーブ色大部分剥離布目E区玉縁

              3男瓦13511610223粗砂良灰色縄目磨消し布目E区

              4女瓦11010525鰭良灰色縄目太い布目、模骨痕ありE区

              5女瓦9013026砂粒良灰色縄目ケズリE区

              第25図6女瓦1037022粗砂良灰色縄目深い布目E区              7女瓦12212720粗砂良灰色縄目太い布目E区

              8女瓦11016023粗砂良にぶい赤褐色縄目布目、ケズリE区指跡あり

              9女瓦21815010538囎良黒褐色縄目太く深い布目細かい、ヨレE区

              10女瓦1271247425縁密良灰色縄目太い布目、布端部ありE区

              11女瓦8710116粗砂良灰色縄目太い布目E区1枚づくりか

              1女瓦19217913622砂粒良灰色縄目、指跡あり布目、糸切り離し痕27-10G

              2女瓦1791003921砂粒良黄灰色縄目浅い、幅広い布目、目が細かい窯跡下竹状模骨痕か

              3女瓦1732459026砂粒良黄灰色縄目、布目少々布目、布ヨレ28-12G

              第26図4女瓦12716412832緻密良黒色縄目深い、明確な指跡布目、ケズリ26-9G
              5女瓦9812019砂粒良黒色布目細く浅い布目、粘土紐巻上痕26-9G

              6女瓦1096733砂粒良明赤褐色縄目細い布目、ケズリ、模骨痕26-9G厚い

              7女瓦8813023鰭良榿色縄目、目大きい、指跡布目、ケズリ26-9G

              第27図1男瓦1168416粗砂不良榿色縄目磨消し布目、模骨痕あり26-9G木ロケズリ              2男瓦17613712318緻密不良黄榿色縄目磨消し布目26-9G木ロケズリ
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 出土した遺物

 表一4遺物(耳)観察表(3)
              法量(㎜)焼成特徴              図号鰭押-曾一餉翻種別長さ朧狭端幅厚さ胎土色調凸面凹面出土地点備考

              3男瓦679619砂粒不良にぶい黄色縄目磨消し布目、糸切り離し痕26-9G

              4男瓦809215緻密不良にぶい黄榿色摩耗摩耗26-9G

              5男瓦11813817緻密不良にぶい黄榿色縄目磨消し布目27-10G

              6男瓦599117緻密不良にぶい黄榿色縄目磨消し磨滅27-10G

              第27図7男瓦10710135砂粒不良榿色縄目磨消し、ロクロ目布目、ヨレ26-9G玉縁20㎜              8男瓦10911120瀦良灰白色縄目磨消し布目22-20G

              9男瓦1148332緻密良にぶい黄褐色剥離布目、ヨレ7-22G

              10男瓦14410517緻密不良にぶい黄榿色縄目磨消し布目27-10G

              11男瓦1348533級密不良灰白色縄目磨消し布目27-10G玉縁

 表一5遺物(石器、石製晶)観察表

            図号揺押二禽餉鶴種別計測値(血)、(g)色調出土地点            器種長さ幅厚さ重さ図版備考
            1石製品噺1044040281.24褐灰色B区17-23G図版13

            2石製品砥石1054225119.69灰黄褐色D区24-18G図版13

            3石器削器60401327.27褐灰色B区10-22G図版13貢岩

            第34図4石器磨斧764520110.89オリーブ灰色C区22-22G図版13            5石器剥片462587.72黒褐色B区16-19G図版13貢岩、加工痕あり

            6石器削器90441054.38黒褐色C区24-22G図版13

            7石器削器7567833.74にぶい黄褐色C区20-22G図版13貢岩
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 出土した遺物

 表一6その他遺物観察表(1)

                図号挿番渤鶴種別器種計測値(㎜)特徴                口径底径器高器厚胎土焼成色調内面外面底部出土地点備考
                1須恵器甕粗砂良黒褐色欠落タタキSQ2最終焼き台、2次焼成

                2須恵器甕粗砂良黒褐色欠落タタキSQ2焼き台、2次焼成

                第28図3須恵器甕11粗砂良黒褐色タタキSQ2焼き台、内面に指跡                4須恵器甕粗砂良黒褐色欠落タタキSQ2焼き台、2次焼成

                5須恵器甕8粗砂良黒褐色タタキSQ2焼き台、2次焼成

                6須恵器甕粗砂良黒褐色欠落タタキSQ2焼き台、2次焼成

                1須恵器圷140106314砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ2二次加熱のあと

                2須恵器圷140100316砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ28世紀第4四半期か

                3須恵器圷140102305砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ28世紀第4四半期か

                4須恵器圷14096335砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ2二次加熱のあと

                5須恵器圷140100316砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ28世紀第4四半期か

                6須恵器圷14096316砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ2二次加熱のあと

                               8須恵器圷14096335砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切りSQ2

                9須恵器圷144100315砂粒良医色ロクロロクロヘラ切りSQ2
                10須恵器圷140100316砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切り26-10G8世紀第4半世紀か

                11須恵器圷140100294砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切り27-10G内側に加熱あと

                12須恵器圷14096286砂粒良黄灰色ロクロロクロヘラ切り27-10G

                13須恵器圷905砂粒良灰色ロクロロクロヘラ切り26-10G

                14土師器9砂粒良榿色ハケ目ハケ目ヘラ切りSQ1

                1須恵器甕12砂粒良灰色ロクロロクロタタキSQ3甕の肩部

                2陶器甕15砂粒良黄灰色緑粕ハケ目タタキSD36

                3土師器4砂粒不良にぶい黄榿色ロクロロクロSD36口縁部

                4土師器5粗砂良灰白色ハケ目ハケ目EB24

                5土師器7010砂粒不良明褐灰色ロクロロクロ高台EB30内面黒ずみ

                6須恵器圷7緻密良灰色ロクロロクロSK189

                7土師器8緻密良にぶい黄榿色ロクロロクロSK189

                               9須恵器壷9砂粒良褐灰色ロクロロクロ、施紬E区

                10陶器甕25砂粒良極暗赤褐色アテナデ、施柚SX213

                11土師器6砂粒良にぶい黄榿色ハケ目E区内面黒ずみ

                12陶器10砂粒良褐灰色カキ目ロクロE区

                13須恵器7砂粒良灰白色ロクロロクロSX213

                14陶器7瀦良赤褐色施粕ロクロ、施紬高台F区丁2唐津

                15陶器6砂粒良暗赤褐色欠落ロクロ、施紬F区丁2

                1陶器摺鉢13砂粒良極暗赤褐色オロシ目ロクロ7-22Gオロシ目(10条)

                2陶器摺鉢7砂粒良極暗赤褐色オロシ目カキ目22-18Gオロシ目(2単位)

                3陶器摺鉢7緻密良暗赤褐色オロシ目ロクロ10-22G口縁部に施柚

                4陶器摺鉢7鰭良暗赤褐色オロシ目ロクロ、沈線22-22G

                5陶器摺鉢6鰭良灰赤色オロシ目ロクロ22-22Gオロシ目(3単位)

                第31図6陶器播鉢18砂粒良灰赤色オロシ目ロクロ回転糸切8-22G厚い                7陶器摺鉢16鰭良灰白色オロシ目ナデ7-22G

                8陶器摺鉢17426砂粒良灰赤色オロシ目ロクロ回転糸切24-24G厚い

                9陶器摺鉢15鰭不良にぶい赤褐色オロシ目ロクロ24-19G

                10陶器摺鉢7鰭良暗褐色オロシ目ロクロ、沈線X-0

                11陶器摺鉢7砂粒良灰赤色オロシ目ロクロ16-20G

                12陶器播鉢6砂粒良灰褐色ロクロ16-20G
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 出土した遺物

 表一7その他遺物観察表(2)

                計測値(㎜)胎土焼成色調特徴                図号挿番餉翻種別器種ロ径底径器高器厚内面外面底部出土地点備考
                13陶器摺鉢7融良にぶい赤褐色ロクロロクロ、施柚10-22G内面も施柚

                14陶器摺鉢6融良暗赤褐色オロシ目ロクロ、施柚10-22G内面も施粕

                15陶器掴鉢7融良灰赤色オロシ目ロクロ、施柚16-20G

                第31図16陶器揺鉢12砂粒良黒褐色オロシ目ロクロ、施柚20-20G                17陶器摺鉢16砂粒良灰褐色施紬ロクロ、施紬ヘラ切り7-22G

                18陶器摺鉢15砂粒良灰褐色オロシ目ロクロ、施紬7-22Gオロシ目6単位、指跡

                19陶器摺鉢13014砂粒良暗褐色オロシ目ロクロ、施柚高台10-20G

                1陶器揺鉢12砂粒良暗赤褐色オロシ目ロクロ、ナデ4-22G内・外面とも施柚

                2陶器摺鉢9.5瀦良暗赤褐色オロシ目ロクロ、ナデ14-22G内・外面とも施柚

                3陶器摺鉢11砂粒良暗赤褐色オロシ目ロクロ、ナデ16-20G内・外面とも施柚

                4陶器摺鉢9融良にぶい赤褐色オロシ目ロクロ、ナデEB30口縁部

                5陶器摺鉢6粗砂良極暗褐色オロシ目ロクロ、ナデ7-22G口縁部、内・外面施柚

                6陶器摺鉢13砂粒良暗赤褐色オロシ目ロクロ、ナデ8-22G内・外面とも施柚

                               8須恵器甕12砂粒良灰白色アテタタキハケ目22-20G

                9陶器甕17砂粒良黄灰色緑粕ハケ目7-22G珠洲系

                10陶器14砂粒良褐灰色カキ目ツメ型10-22G

                11陶器11612砂粒良にぶい黄褐色ロクロロクロ回転糸切7-22G厘鉢(さや台の一部)

                12陶器119砂粒良明赤褐色ロクロロクロ、施柚7-22G厘鉢(さや台の一部)

                13陶器1504710砂粒良にぶい褐色ロクロロクロ、施柚16-19G匝鉢(さや台の一部)

                1磁器皿11460223鰭良灰白色施柚施粕7-22G染付け

                2磁器皿10036293.5緻密良灰白色施柚施紬、染付け高台8-22G内面も染付け

                3陶器灯明台砂粒良暗赤褐色ロクロ回転糸切X-0施柚

                4磁器皿3鰭良灰白色施粕施柚高台X-0内面染付け

                5磁器7鰭良灰白色施粕施柚X-0内面に染付け

                6磁器5鰭良灰白色施粕施柚、染付け16-20G

                7陶器6瀦良暗赤褐色施粕施粕16-20G

                8磁器皿5囎良灰白色施粕施紬、染付け26-10G内面も染付け

                               10磁器碗3一緻密良灰白色施粕施柚、染付け10-12G口縁部、内面も染付け

                11磁器碗4緻密良灰白色施粕施柚、染付け20-9G

                12磁器碗7430364瀦良灰白色施粕施紬、染付け高台8-22G内面も染付け

                13磁器碗4鰭良灰白色施粕施柚、染付けB区X-0内面も染付け

                14磁器2.5囎良灰白色施粕施柚、染付け10-22G口縁部

                15磁器皿303瀦良灰白色施柚施粕高台B区X-0内面に染付け

                16磁器9緻密良灰白色施粕施紬、染付けB区X-0

                17磁器盃7330424縮良灰白色施粕施紬、染付け高台10-23G

                18磁器碗4囎良灰白色施粕施柚B区X-0内面に染付け
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 調査のまとめ

 V調査のまとめ

 今回の調査は、東北中央自動車道相馬・尾花沢線建設事業に伴うオサヤズ窯跡の発掘調査で

 ある。調査によって得られた成果を述べる。

 オサヤズ窯跡は山形県山形市大字松原字山ノ神・峯岸・郷ノ田に所在し、山形盆地南端から

 小松原丘陵への傾斜変換線付近の斜面に立地する。今回の発掘調査は、4,600㎡を対象に実施し

 た。調査部分は、遺跡の西側片々部と中央部分を抜いた部分にあたる。調査の結果、奈良・平

 安時代の窯跡であることが明らかになった。出土遺物は整理箱にして44箱出土した。

 検出遺構は、窯跡2基・掘立柱建物跡5棟・棚列1条・土坑4基・溝跡2条・性格不明遺構

 2基などである。B区北側、C区、D区で検出されている。A区の中央付近やB区の中央から

 南にかけては、遺構分布が極端に希薄になる傾向が見られた。遺跡範囲の中央部分は調査区外
 であったので確認できなかったことから注目される箇所である。

 特徴的な遺構は、瓦が多数出土したSQ1窯跡と瓦に混じって須恵器の甕と圷の破片が出土

 したSQ2窯跡があげられる。一部調査区外になったために、両方の窯跡とも煙道部分まで完

 全な形で発掘できなかったことは大変残念であったが、SQ1窯跡からは3面にわたって窯底

 が検出され、多くの女瓦が出土したこと。SQ2窯跡は、しっかりした還元窯底で考古地磁気

 測定を行った結果、825年±55年という年代が測定できたこと。それと、同窯跡から出土した須

 恵器の圷の形態・調整技法から8世紀第4四半期頃という時期が推定できたこと。それらによっ

 て、窯跡は奈良時代末から平安時代初め頃には機能していたことが考えられることが一つの成

 果としてあげられる。また、窯跡との関連も注目されたが、出土遺物が極端に少なかったSB

 35掘立柱建物跡は、桁行6間、梁行2問の総柱で、長軸18mにも及ぶ規模の大きさとその場所

 から、瓦と何らかの関係のある倉庫跡の可能性が拭いきれなかったが、すべて憶測の域をでな

 かった。ただ、瓦片が多少出土していることなどから、ほぼ窯跡と同時代頃に機能していたの

 ではないかと推測される。

 ここで注目されるのが、オサヤズ窯跡のある場所と地形との関係であるが、通常窯跡下には

 存在するはずの捨て場が確認されなかったこと。この件に関しては、調査区中央付近の湿地帯

 ともいえる部分が、調査区外のため調査できなかったこととも関係があると思うが、A区最上

 部の水が浸みだしている部分から窯跡下にかけての地形は地すべり的な地形であり、過去に何

 度かの地すべり、または土砂崩れ的な災害が起こった可能性を付編での土壌分析結果でも示唆

 できた。また、一方で沢の上流の谷からB区・C区に向かって開いている調査区においても、

 B区の大半を占める礫地帯の様相から、小松原丘陵の上部から何度か土石流的な自然災害が起

 こったことが考えられる。SB35掘立柱建物跡の所在するその場所からは、SB35掘立柱建物

 跡が瓦の倉庫的な役割をしていたような、また瓦を葺いた建物であったような証拠に値する十

 分な瓦等の出土はなかったが、その北方に押し流された可能性も否定できない。

 いずれにしても、今回のオサヤズ窯跡の発掘調査では、2基の窯で焼かれた瓦(特に多かっ

 た女瓦)の用途、その供給先、窯に関連する他の施設等についてはわからなかった。しかしな
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 がら、2基の窯が奈良・平安時代に使用されていたことが明らかになったことと、大規模な総

 柱のSB35掘立柱建物跡の発見、また、捨て場の所在、SB35掘立柱建物跡の用途不明理由の

 ある程度の推測などの成果が得られた。

 〈参考文献>

 1973山形市「山形市史上巻(原始・古代・中世編)」

 1983上山市教育委員会「上山市久保手窯跡発掘調査報告書」山形県上山市埋蔵文化財調査報

 告書第199集

 1987宮城県教育委員会・宮城県道路公社「硯沢・大沢窯跡ほか仙台一松島道路建設関係遺跡

 調査報告書」宮城県文化財調査報告書第116集

 1989村山正市「山形県上山西部丘陵窯跡群の一考察」山形考古学会

 1993仙台市教育委員会「大蓮寺窯跡第2・3次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第

 168集

 1993色麻町教育委員会「日の出山窯跡群一詳細分布調査とC地点西部の発掘調査一」色麻町

 文化財調査報告書第1集
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 1998仙台市教育委員会「神明社窯跡ほか発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第232集

 1998(財)山形県埋蔵文化財センター「平野山古窯跡群第12地点遺跡第2次発掘調査報告書」

 山形県埋蔵文化財センター調査報告書第52集

 1998(財)山形県埋蔵文化財センター「昭和新田遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財セン

 ター調査報告書第54集

 1998(財)山形県埋蔵文化財センター「東北中央自動車道相馬・尾花沢線関係予備調査報告書

 (1)」山形県埋蔵文化財センター調査報告書第60集

 1998茨木光裕「遺跡分布からみた古代交通路の復元的一考察一最上郡南半部を中心として

 一」さあべい同人会

 1998山形県教育委員会「分布調査報告書(25)」山形県埋蔵文化財調査報告書第199集

 1998南山形土地改良区「南山形土地改良区史」南山形土地改良区史編纂委員会

 1999(財)山形県埋蔵文化財センター「高松H・皿遺跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財セ

 ンター調査報告書第61集

 1999(財)山形県埋蔵文化財センター「木ノ沢楯跡発掘調査報告書」山形県埋蔵文化財センタ

 ー調査報告書62集
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報告書抄録

            ふりがなおさやずかまあとはっくつちょうさほうこくしょ

            書名オサヤズ窯跡発掘調査報告書

            副書名

            巻次

            シリーズ名山形県埋蔵文化財センター調査報告書

            シリーズ番号第72集

            編著者名鈴木徹齋藤也寸志志田純子

            編集機関財団法人山形県埋蔵文化財センター

            所在地〒999-3161山形県上山市弁天二丁目15番1号TEL.023-672-5301

            発行年月日2000年3月31日

            ふりがなふりがなコード

            所収遺跡名所在地市町村i遺跡番号北緯東経調査期間調査面積㎡調査原因
            おさやずかまあとやまがたけんやまがたし……
            オサヤズ窯跡山形県山形市6201i6738度140度199805114,600東北中央自

            おおあざまつばらあざやま…
            大字松原字山…11分18分～動車道相馬
            のかみみねぎし

            ノ神・峯岸・…44秒3秒19980717尾花沢線
            ごうのた…
            郷ノ田…(上山～東

            ……根間)

            ………建設工事

     
       
:

            種別主な時代主な遺構主な遺物-特記事項

            窯跡奈良・平安時代窯跡2瓦(女瓦)丘陵地の傾斜変換点に

            (8・9世紀)掘立柱建物跡5(男瓦)瓦を焼いた窯跡が、2基

            性格不明遺構2須恵器(圷)確認された。瓦は、女瓦

            溝跡2陶磁器(播鉢他)と男瓦であった。

            土坑4

            棚列1

            柱穴跡100

            (総出土箱数:44)
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 オサヤズ窯跡の焼成年代推定

 藤根久(パレオ・ラボ)

 1.はじめに

 オサヤズ窯跡は、山形市大字松原地内に所在する窯跡である。ここでは、窯跡2基の床面焼土の熱残

 留磁化を測定し、その磁化方向から焼成年代を推定した。

 2.考古地磁気年代推定の原理

 地球上には地磁気が存在するために、磁石は北を指す。この地磁気は、その方向と強度(全磁力)に

 よって表される。方向は、真北からの角度である偏角(Declination)と水平面からの角度である伏角

 (Inclination)によって表す。磁気コンパスが北として示す方向(磁北)は、真北からずれており、こ

 の間の角度が偏角である。また、磁針をその重心で支え磁南北と平行な鉛直面内で自由に回転できるよ

 うにすると、北半球では磁針のN極が水平面より下方を指す。この時の傾斜角が伏角である。現在、こ

 の付近の偏角は約7.45。、伏角は約51.770、全磁力(水平分力)は約29238.7(nT)である(理科年表、

 1993;いずれも1990年値)。これら地磁気の三要素(偏角・伏角・全磁力)は、観測する地点によって異

 なった値になる。全世界の地磁気三要素の観測データの解析から、現在の地磁気の分布は、地球の中心

 に棒磁石を置いた時にできる磁場分布に近似される。また、こうした地磁気は時間の経過とともに変化

 し、ある地点で観測される偏角や伏角あるいは全磁力の値も時代とともに変化する。この地磁気の変動

 を地磁気永年変化と呼んでいる。

 過去の地磁気の様子は、高温に焼かれた窯跡や炉跡などの焼土、地表近くで高温から固結した火山岩

 あるいは堆積物などの残留磁化測定から知ることができる。大半の物質は、ある磁場中に置かれると磁

 気を帯びるが、強磁性鉱物(磁鉄鉱など)はこの磁場が取り除かれた後でも磁気が残る。これが残留磁

 化である。考古地磁気では、焼土の残留磁化(熱残留磁化)が、焼かれた当時の地磁気の方向を記録し

 ていることを利用する。こうした地磁気の化石を調べた結果、地磁気の方向は少しづつではあるが変化

 しており、その変化は地域によって違っていることが分かっている。過去2,000年については、西南日本

 の窯跡や炉跡の焼土の熱残留磁化測定から、その変化が詳しく調べられている(広岡、1977;Shibuya、
 1980(第1図))。また、湖や浅海の堆積物の堆積残留磁化を測定し、過去11,500年間の地磁気変化曲線

 も求められている(Hyodoほか、1993)。

 年代のよく分かっている窯跡焼土や火山岩の熱残留磁化測定あるいは堆積物の堆積残留磁化から地磁

 気永年変化曲線が得られると、逆に年代の確かでない遺跡焼土などの残留磁化測定を行い、先の地磁気

 永年変化曲線と比較することによって、その焼成時の年代が推定できる。また、年代が推定されている

 窯跡焼土などにっいても、土器編年とは違った方法で焼成時の年代を推定できることから、さらに科学

 的な裏付けを得ることができる。この年代推定法が考古地磁気による年代推定法である。ただし、この

 方法は、1℃年代測定法などの他の絶対年代測定法のように、測定結果単独で年代の決定を決定する方法

 ではない。すなわち、焼土の熱残留磁化測定から得られる偏角および伏角の値からは複数の年代値が推

 定されるが、いずれを採用するかは土器等の年代が参考となる。

 3.試料採取と残留磁化測定

 考古地磁気による年代推定は、a)測定用試料の採取および整形、b)残留磁化測定および統計計算

 を行い、c)地磁気永年変化曲線との比較を行い、焼成時の年代を推定した。なお試料の磁化保持力や

 焼成以後の二次的な残留磁化の有無などを確認するために段階交流消磁も行った。

 a.測定用試料の採取および整形
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 試料は、窯跡2基の床焼土面において、①一辺約4㎝の立方体試料を取り出すため、瓦用ハンマーな

 どを用いて、対象とする部分(良く焼けた部分)の周囲に溝を掘る。②薄く溶いた石膏を試料全体にか

 け、試料表面を補強する。③やや堅め(練りハミガキ程度)の石膏を試料上面にかけ、すばやく一辺5

 ㎝の正方形のアルミ板を押し付け、石膏が固まるまで放置する。④石膏が固まった後、アルミ板を剥し、

 この面の最大傾斜の方位および傾斜角を磁気コンパス(考古地磁気用に改良したクリノメータ)で測定

 し、方位を記録すると同時に、この面に方位を示すマークと番号を記入する。⑤試料を掘り起こした後、

 試料の底面に石膏をつけて補強し持ち帰る。⑥持ち帰った試料は、ダイヤモンド・カッターを用いて一

 辺3.5㎝・厚さ1.5㎝程度の立方体に切断する。この際切断面が崩れないように、一面ごとに石膏を塗っ

 て補強し、熱残留磁化測定用試料とする。なお、採取した試料は、窯跡SQ-1が床面焼土12個、窯跡S
 Q-2が床面焼土12個である。

 b.段階交流消磁、熱残留磁化測定および統計計算の結果

 熱残留磁化測定は、リング・コア型スピナー磁力計(SMM-85:㈱夏原技研製)を用いて測定した。

 磁化保持力の様子や放棄された後の二次的な磁化の有無を確認するため、任意1試料(窯跡SQ-1がNα
 4、窯跡SQ-2がNα7)について交流消磁装置(DEM-8601:㈱夏原技研製)を用いて段階的に消磁し、

 その都度スピナー磁力計を用いて残留磁化を測定した(第2図および第3図)。その結果、試料の磁化強

 度は10-2～10-3emuと非常に強いことが判明した。また、磁化保持力にっいては、NRM(自然残留磁化)

 に対する1500e(エルステッド)の相対強度は、窯跡SQ-1Nα4が約65.2%とやや低いが、窯跡SQ-2

 Nα7が約73.7%と高い(b.残留磁化の相対強度)。また、磁化方向は、いずれも中心に向かって直線的

 に変化し、安定した方向を記録している(c.ジダーベルト図)。ただし、窯跡SQ-1Nα4は伏角が上向
 きに逆転している。

 以上のことから、窯跡SQ-2については、1500eで消磁した際の残留磁化方向は、焼成時の磁化方

 向として問題がないことが判明した。このことから、これ以外の段階交流消磁を行っていない試料につ

 いても、1500e消磁した後に残留磁化を測定し、各試料の磁化方向とした。

 複数試料の測定から得た偏角(Di)、伏角(Ii)を用いて、Fisher(1953)の統計法により平均値(Dm、

 Im)を求めた。計算した結果は、窯跡SQ-1では偏角・伏角ともにまとまりが低いものの、窯跡SQ-
 2では誤差の少ない数値となった(第1表)。なお、窯跡SQ-2において偏角あるいは伏角のいずれか

 が計算値から10度以上外れた試料Nα7は、その試料を統計計算から除外した。

 求めた熱残留磁化方向は、真北を基準とする座標に対する数値に補正する。偏角は、建設省国土地理

 院の1990.0年の磁気偏角近似式から計算した7.450Wを使用した。なお、伏角は永年変化曲線が西南日本

 地域の曲線であることから、5。浅く緯度補正した。その結果は、Shibuya(1980)による地磁気変化曲
 線とともにプロットした。図中測定点に示した楕円は、フッシャー(1953)の95%信頼角より算定した

 偏角および伏角の各誤差から作成したものである。

 c.窯跡の焼成年代

 第3図に、Shibuya(1980)による地磁気永年変化曲線の一部とともに窯跡SQ-2焼土の磁化方向を

 示した。この図を見ると、焼土の磁化方向は、A.D.550年やAD.800年あるいはAD.950年付近に位置

 する。.

 この結果、窯跡SQ-2はAD.550年付近の曲線に対しA.D.565±25年、A.D.800年付近の曲線に対

 しA.D.825±55年、A.D.950年付近の曲線に対しA.D.945+60.45年がそれぞれ計算された。

 調査においては、窯跡SQ-2が8世紀後半～9世紀初頭と推定されていることから、AD.825±55年

 が有力である。
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 第2表.残留磁化測定による焼成年代(アンダーラインの年代が推定年代)

遺構  遺物による年代  考古地磁気推定年代(A.D.)

 窯跡SQ-18世紀後半～9世紀初頭推定不可能

 窯跡SQ-28世紀後半～9世紀初頭565±25年、825±55年、945+60.45年

引用文献

 Fisher、R.A.(1953)Disparsiononasphere.Proc.Roy.Soc.Lon⊂10n、A、217、295-305。

 広岡公夫、1977:考古地磁気および第四紀古地磁気研究の最近の動向、第四紀研究、15,200-203

Hyodo,M.,C.ltotaandK.Yasukawa(1993)GeomagneticSecularVariationReconstmctedfrom

MagnetizationsofWide-DiameterCoresofHoloceneSedimentsinJapan,J.Geomag.Geoelectr.,

45,669-696

 理科年表(1993)国立天文台偏、丸善、952p

 Shibuya、H.(1980)GeomagneticsecularvariationinSouthwestJapanforthepast2,000yeεぼs

 bymeansofarchaeomagnetism.大阪大学基礎工学部修士論文、54p

 第1表.窯跡焼土の残留磁化測定結果と統計計算結果(偏角・伏角補正前)

        遺構名試料No.偏角。E伏角。強度x10-2emu備考統計処理項目統計値
        173.4一68.20,370
        2一44.519.50,195試'n12
        361.0一48.30,365

        4144.5一56.01,800段階交流消磁平均偏角工m。E5.30
        56.850.91,060

        6一39.24.80,199平均伏角Dm。一34.31

        SQ-11500e消磁728.4一17.90,444        8一135.72.61,840…ロ差角δD。81.26
        9一93.3一54.50,446

        1076.7一44.70,550…ロ差δ1。67.12
        11一24.678.00,590

        1229.4一10.30,600聖頼度計数k1.39
        13
        14平均磁化強度(x1σ2emu)0.70
        1一9.147.48,630
        2一8.054.11,810試料数n10
        3一8.455.64260

        4一21.444.86,570計算から除平均偏角Im。E一747
        5一11.256.64,190

        6一13.155.52560"均伏角Dm。5531

        SQ-21500e消磁7一17.555.30,513交流消磁・除外        80.654.58,130誤差角δD。4.16
        9一5.256.60791

        10一9.658.21060誤差角δ1。237
        11一3.359.71040

        12一7.054.312900信頼度計数k41566
        13平均磁化強度
        14(x1σ2emu)4.54
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 第1図.Shibuya(1980)による地磁気永年変化曲線
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 山形県山形市南山形地区オサヤズ窯跡土壌の放射性炭素年代測定

 (株)パレオ・ラボ

 1.測定結果

 山形県山形市南山形地区オサヤズ窯跡から出土した土壌3点について、放射性炭素年代測定を行った。
 測定等は地球科学研究所にお願いし、測定はAMS法により行った。測定結果は、表1に示す。なお、
 表中の測定値は、以下のとおりである。

 ●14C年代測定値:試料の14C/12C比から、単純に西暦1950年から何年前(yrsBP)かを計算した値で
 ある。半減期はLibbyの5568年を用いた。

 ●補正14C年代値:試料の炭素安定同位体比(13C/12C)を測定して試料の同位体分別を知り、14C/12Cの
 測定値に補正値を加えた上で、算出した年代である。

 ●δ13C測定値:試料の測定14C/12C比を補正するための13C/12C比である。この安定同位体比は、下式

 のように標準物質の同位体比からの千分偏差(perm丑)で表現する。

 δ13C(pemi1)ニ
 (13C/12C)[試料]一(13C/12C)[標準]

 ●暦年

 (13C/12C)[標準]

 (13C/12C[標準]=0.0112372)

 代:過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正とにより、暦年代
 を算出する。それには年代既知の樹木年輪の14Cの公表されている詳細な測定値を使
 用した。この補正は10000年より古い試料には適用できない。

 2SIGMA:95%Probab且itylSIGMA:68%Probabihty

 表1オサヤズ窯跡放射性炭素年代測定結果

       No.試料放射性炭素年代yrsBPδ13C(pemil)補正放射性炭素年代yrsBP暦年代測定番号
       交点BC1265

       1土壌2940士40一19.83020土402SIGMABC1390TO1130Beta・126752

       lSIGMABC1305TO1200

       交点BC1765

       2土壌340(吐50一19.53490±502SIGMABCl920TO1675Beta-126753

       lSIGMABCl885TO1735

       交点BC1685

       3土壌3320±40一19.73400士402SIGMABCl760TOl605Beta・126754

       1SIGMABC1735TO164:5

 一6一



 2.考察

 土壌などの有機質堆積物の放射性炭素年代測定は、遺物などを伴わない堆積物の年代を推定する場合

 には有効な手段である。しかしながら、その場で明らかに安定して堆積した旧土壌などの堆積物の場合

 には問題がないものの、そうでない堆積物の場合には注意が必要である。例えば、それ以前に堆積して

 いた土壌が混入し易い場所の堆積物などである。

 近年、加速器による年代測定が行われているが、従来法に比べ少ない資料で年代が測定できることや

 測定誤差が小さいことから、考古遺物に対してより直接的に小さい誤差での年代測定を可能にしている。

 例えば、単年性植物のドングリやオニグルミの種実類あるいは土器に付着する炭化物などの年代測定は、

 食料遺物としての年代や土器編年など、遺跡における有効性の高い年代測定法として期待されている。

 一方、加速器を用いた年代測定は、炭素を含む有機物が少ない場合でも容易に年代を測定できるため、

 有機物の少ない堆積物の年代も可能にする。

 ここで年代測定した堆積物は、窯が成立した8世紀後半～9世紀初頭以降において、遺構・遺物を流

 出させたと予想される土砂的堆積物であるが、こうした堆積物は窯が成立した以前の古い土壌を巻き込

 んでいる可能性が高い。また、基盤層中の有機物なども含んでいることも予想される。こうした堆積物

 の年代は、古い時代の有機物の混入度合により、関係する遺構・遺物よりも古い年代が測定される。

 測定した試料は、縄文時代後期であり、層位としては土砂的堆積物の年代ではないことを示している。

 ただし、これら堆積物の年代がいずれも縄文時代後期の年代であることから、この年代の示す堆積物の

 存在を示唆しているものと思われる。
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